
東御市では、市の10年後の目指すべき環
境の将来像を「『水と緑と人の和』をはぐ
くみ、未来へ伝える さわやかとうみ」と
して掲げ、自然環境、生活環境、都市環
境、地球環境、環境教育の5つの分野で市
民・事業者・行政それぞれが環境の将来像
を達成できるように取組みを推進すること
にしています。
下図の環境樹に示された将来像を達成する
ために、市民・事業者・行政がそれぞれの
役割を認識し、個々の取組みを進め、東御
市の環境樹を育てていきましょう。

青少年を取り巻く
有害環境の浄化

グリーン購入の推進

雨水利用の推進

農村や河川
景観の保全

地域の緑化活動
（花壇整備など）への参加

景観に配慮した
屋外広告物の規制

地域の伝統文化
の継承

文化財など歴史・
文化資源の保存と利活用

緑化に取り組む
ボランティアの育成

公園・緑地の整備

市民・事業者・行政の
パートナーシップづくり

学校での
省エネルギーの推進

環境活動
リーダーの育成

グリーンツーリズムの推進

市民・事業者の
環境活動の推進・支援

外国人への情報提供
（外国人との交流促進）

騒音・悪臭など
生活公害の防止

違法な野焼きの
禁止の徹底

ブタクサなどの有害帰化
動植物駆除対策の実施

地域の自主的な
防犯活動の推進

マナー・モラルに
関する条例の制定

良質な水道水の維持

ごみの不法投棄防止のための
地域パトロールの推進

ペットに関する
マナーの向上

市民美化デーの
設置と参加

新交通システム
の導入

自然体験の実施

松食い虫防除

農業後継者の育成

環境にやさしい
農業の推進

住民参加
による森林整備

湯の丸自然学習
センターの活用

河川清掃や
河川パトロールの実施

希少生物の保全と保護

遊休荒廃農地対策の推進

農業廃棄物の
適正処理の推進

所有山林に対する
管理意識の向上

空き地などの
適正管理

生涯学習での
環境教育の推進

生ごみの減量化・堆肥化
（活性水の利用）の推進

ごみの３Ｒ
運動の推進

太陽光発電の普及

下水処理汚泥の減量化
（活性水の利用）

地球温暖化防止に関する
市民活動の推進

（地域推進計画の策定）

環境樹（エコツリー）と
は、地域の環境づくりを
「樹」にたとえて分かり
やすく説明する手法で
す。千葉商科大学の三橋
規宏教授が、著書「日本
経済グリーン国富論」で
提唱した概念で、私たち
が目指そうしている地域
の環境像の全体が一目で
理解でき、それぞれがど
のような部分で参加、協
力しているのかが分かる
ようになっています。

東御市の目指すべき将来(10年後)の環境像

豊かな自然と農業を守り、水
と緑を大切にするまちをつくり
ます。
（里山・森林の保全、水域や
生態系の保全、環境に配慮し
た農業の推進）

生活環境が守られ、安全で健康
にすごせるまちをつくります。
(公害対策の推進、マナー・モラル
の向上、公共交通対策、防犯・防
災対策の推進)

地球環境に配慮し、資源を大
切にするまちをつくります。
（循環型社会の形成、新エネ
ルギー・循環資源等の活用、
地球温暖化対策の推進）

安らぎの文化と景観に親し
み、潤いのあるまちをつくり
ます。
（緑化の推進、景観保全、
土地利用、歴史・文化的資
源の保全）

ひとをはぐくみ、積極的に環
境活動に参加できるまちを
つくります。
（環境教育の推進、環境ボ
ランティア活動の推進、外国
人に対する情報提供など）

東御市の環境樹
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東御市の環境樹
環境樹とは…


